
・令和6年能登半島地震では、9,390世帯が応急仮設住宅に入居中（R7.7.1時点）

→ ＜内訳＞ 建設型応急住宅:6,597世帯、賃貸型応急住宅:2,793世帯

・応急仮設住宅の入居期間は原則2年以内で、入居期限がR8.1月以降に順次到来
→ ＜入居期間＞ 建設型応急住宅:完成から2年以内、賃貸型応急住宅:入居から2年以内

・６月30日、入居期限の延長について国との協議が整い、要件に該当する場合は、
1年を超えない範囲で入居期間の延長が可能

→ 来年以降も、被災者の住まいの確保の状況等を踏まえ、１年毎に延長に向けた協議が可能

令和6年能登半島地震に係る応急仮設住宅の入居期間の延長

かほく市中能登町

恒久的な住まい

＜建設型＞ ＜賃貸型＞

応急的な住まい
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応急仮設住宅 自宅再建
(新築・購入・修理)

民間賃貸住宅

公営住宅



自宅再建
（新築・購入・修理）

⚫ 建設業者の確保が困難で、工事未着手
⚫ 工事が長期間に及ぶ
⚫ 公共事業などの関係から再建を進められない（例：土地区画整理など）
⚫ 解体工事が終わらない など

公営住宅

民間賃貸住宅

その他

⚫ 被災時に居住していた市町（宝達志水町以北に限る）の賃貸住宅へ
入居したいが物件が見つからない など

⚫ 復興公営住宅に入居したいが、供与期間内に建設されない など

⚫ 避難指示、集団移転などの方針が決まっていない など

入居期間の延長要件

再建方法別 入居期間の延長要件
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・下記延長要件に該当しない場合でも、まずはご相談ください



⚫ 各市町の担当課
⚫ 県相談ブース・電話相談窓口（県庁舎１階に設置）

電話番号：076-225-1942（日曜・祝日除く 9:00～17:00）

➢ 市町が「期間満了通知」と「延長申出書」などを送付
→ 入居期限が近い方から順次送付（約1500世帯分を7月7日までに発送）

➢ 入居者が、郵送またはオンラインで提出 【必須】

➢ 県・市町が、延長理由を確認し、市町が延長の可否を入居者に通知
    → 延長可能となる世帯は新たな契約の締結が必要

入居期限の

６カ月前まで

４カ月前まで

３カ月前まで

入居者への通知

延長に関する窓口

【オンラインでの提出はこちらから▼】
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今後の手続き

生活再建支援課 076(225)1982

相談ブースの設置



R6.3 R6.4 R6.5 R6.6 R6.7 R6.8 R6.9 R6.10 R6.11 R6.12 R7.1 R7.2 R7.3 R7.4 R7.5 R7.6 R7.7 R7.8 R7.9 R7.10

15 163 288 610 1,112 1,208 2,036 2,348 2,400 2,265 2,450 1,958 2,747 3,096 3,100 3,006 3,095 2,379 2,007 1,245

15 178 466 1,076 2,188 3,396 5,432 7,780 10,180 12,445 16,602 18,560 21,307 24,403 27,503 30,509 33,604 35,983 37,990 39,235

0.0% 0.5% 1.2% 2.7% 5.6% 8.7% 14% 20% 26% 32% 42% 47% 54% 62% 70% 78% 86% 92% 97% 100%

3,087 10,557 17,119 21,767 25,212 28,198 30,040 31,865 33,411 34,839 36,304 37,188 38,825 40,029 41,674 42,854

15 163 288 610 1,112 1,208 1,700 2,638 3,286 3,132 2,960 1,832 3,541 3,546 2,629 3,118

15 178 466 1,076 2,188 3,396 5,096 7,734 11,020 14,152 17,112 18,944 22,485 26,031 28,660 31,778

0.0% 0.5% 1.2% 2.7% 5.6% 8.7% 13.0% 19.7% 28.1% 36.1% 43.6% 48.3% 57.3% 66.3% 73.0% 81.0%

0.0% 0.4% 1.1% 2.5% 5.1% 7.9% 11.9% 18.0% 25.7% 33.0% 39.9% 44.2% 52.5% 60.7% 66.9% 74.2%

100% 83% 112% 137% 138% 121% 94% 129% 115% 85% 104%

ー ー ー ー ー 100% 94% 99% 108% 114% 103% 102% 106% 107% 104% 104%
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①解体見込棟数（単月）

②　　　 〃 　　　 （累計）

  解体率（累計）

解

体

実

績

　 申請実績（累計）

③解体実績（各月）

④　  〃  　（累計）

　解体率（見込棟数あたり）

　  〃   （申請棟数あたり）

計画達成率(単月)(③÷①)

　　　〃　　　(累計)(④÷②)
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解体棟数(各月) 解体率(累計)
降雪影響凡例

：計画-解体棟数

：計画-解体率

：実績-解体棟数

：実績-解体率（見込棟数あたり）

公費解体の進捗状況（令和７年６月末）

・公費解体申請棟数の 74.2%となる 約3万2千棟の解体が完了
（６月末累計 計画:30,509棟 実績:31,778棟 達成率:104％）

・申請棟数の推移や、多くの市町で申請期限を迎えたことを踏まえ、国や市町と協議の上、今月中を目途に、

解体見込棟数等を見直し、「公費解体加速化プラン」の改定を行う（見込棟数 39,235棟 ⇒ 申請棟数 42,854棟）

・解体見込棟数は増加するが、今年１０月の公費解体完了目標を維持

加速化プラン【R6.8】 加速化プラン【R7.1改定】

申請棟数

解体見込棟数

※令和６年能登半島地震と令和６年奥能登豪雨の合計 資源循環推進課 076(225)1470 -4-



珠洲市 8,023 8,343 6,879 6,725 111 43 85.7% 82.5% 

〔43〕 〔47〕 〔13〕 〔13〕 〔0〕 〔0〕 〔30.2%〕 〔27.7%〕

輪島市 11,267 12,493 9,379 9,077 259 43 83.2% 75.1% 

〔276〕 〔217〕 〔0〕 〔0〕 〔0〕 〔0〕 〔0.0%〕 〔0.0%〕

能登町 3,951 4,357 2,957 2,900 2 55 74.8% 67.9% 

〔16〕 〔18〕 〔12〕 〔12〕 〔0〕 〔0〕 〔75.0%〕 〔66.7%〕

穴水町 2,703 2,796 2,452 2,418 0 34 90.7% 87.7%

七尾市 5,900 6,208 3,861 3,402 0 459 65.4% 62.2%

志賀町 4,233 4,919 3,726 3,333 9 384 88.0% 75.7%

上記以外の市町 3,158 3,738 2,524 2,124 4 396 79.9% 67.5%

計 39,235 42,854 31,778 29,979 385 1,414 81.0% 74.2%

〔335〕 〔282〕 〔25〕 〔25〕 〔0〕 〔0〕 〔7.5%〕 〔8.9%〕

市町
解体見込棟数

【R7.1】A

申請棟数

Ｂ

完了棟数

Ｃ

申請棟数あたり

解体率

Ｃ÷Ｂ

見込棟数あたり

解体率

Ｃ÷Ａ自費解体緊急解体公費解体

市町別の公費解体の進捗状況（令和７年６月末）

※能美市、加賀市は、公費解体完了。公費解体は、１４市町で実施中
※令和６年能登半島地震及び令和６年奥能登豪雨の合計。〔 〕は、令和６年奥能登豪雨分であり、上段の棟数の内数

・穴水町の約9割、珠洲市、輪島市、志賀町の約8割で公費解体が完了

資源循環推進課 076(225)1470
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能登でのフィールドワークを通じた防災教育

バス内での地質学講義 珠洲市観光交流課

羽咋工業の例

専門家・語り部による説明

・地質学の専門家がバスに同乗、地震発生のメカニズムを説明
・訪問先では、地元の語り部が高校生を案内

黒島漁港總持寺祖院

・奥能登以外の全日制県立高校33校の生徒約2,000人が、能登を訪れ、
震災遺構の見学や専門家・語り部から話を聞くなどして、防災・減災について学習

・7月3日から実施 → 7/3 羽咋工業71人(總持寺祖院、鹿磯漁港、黒島地区、道の駅とぎ海街道)、

7/11 小松工業66人(和倉温泉街、一本杉通り、福浦港)､7/15 津幡57人､7/16 宝達32人

・事前・事後学習も実施し、現地での学びを深化させ、ふるさとの価値の再認識につなげる

学校指導課 076(225)1831 -6-

道の駅とぎ海街道鹿磯漁港



区間
(新)子育て応援

スマイルきっぷ (1日フリー切符)

正規運賃
(対象エリア全区間1往復の場合)

割引率

金沢エリア
(倶利伽羅～加賀笠間)

小学生 100円
中学生 200円
大 人 400円

小学生 660円
中学生・大人 1,340円

小学生・中学生 ▲85%
大人 ▲70%

白山エリア
(金沢～小松)

小学生 580円
中学生・大人 1,160円

小学生・中学生 ▲83%
大人 ▲66%

南加賀エリア
(加賀笠間～大聖寺)

小学生 660円
中学生・大人 1,340円

小学生・中学生 ▲85%
大人 ▲70%

全線
（倶利伽羅～大聖寺）

小学生 200円
中学生 400円
大 人 800円

小学生 1,320円
中学生・大人 2,660円

小学生・中学生 ▲85%
大人 ▲70%

IRいしかわ鉄道「子育て応援スマイルきっぷ」の新設

・IRいしかわ鉄道は、子育て家庭の経済的負担の軽減と、社会全体で子育てを応援
 する機運を醸成するため、中学生以下の子ども料金と、子ども同伴時の大人料金を
大幅に割り引く「子育て応援スマイルきっぷ」(1日フリー切符)を新たに販売

→ 利用可能日： 土日祝日、夏休み、年末年始など

・7月11日(金)販売開始、7月12日(土)より利用可能
→ RYDE PASS（デジタル切符）で先行販売し、準備が整い次第、駅窓口などでも販売

-7-交通政策課 076(225)1398

あいまるくん



・出産した女性が外出先で赤ちゃんと一緒でない場合でも安心して搾乳ができるよう、

県庁舎でも１階・１９階の 「授乳室」を「搾乳室」として利用できる旨、掲示

・県内の様々な施設でもこうした表記が進むよう、県ホームページで呼びかけ

県庁舎１階
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県庁舎１９階

少子化対策監室・管財課 076(225)1424

子育てしやすい環境の整備（県庁舎の場合）

さくにゅう

さくにゅうしつ
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